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十
月
三
日
午
後
二
時
よ
り
、
本
願
寺
築
地
別
院
講

堂
で
、
本
会
主
催
の
教
化
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、

各
加
盟
団
体
よ
り
百
三
十
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、「
公
益
法
人
見
直
し
の
中
で
、
い
ま
、

お
寺
の
在
り
方
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
野
東

禅
師
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
）、
野
生

司
祐
宏
師（（
財
）全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
事
務
総

長
）、
長
谷
川
正
浩
師
（
本
会
顧
問
弁
護
士
）
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
た
。

そ
し
て
、
政
府
の
公
益
法
人
見
直
し
の
動
き
の
中

で
、
現
代
の
お
寺
の
運
営
に
携
わ
る
寺
院
住
職
と
し

て
の
在
り
方
、
ま
た
、
一
仏
教
者
と
し
て
、
僧
侶
の

在
り
方
を
再
考
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
的
立
場
か
ら

提
言
が
行
わ
れ
た
。

今
号
で
は
、
中
野
東
禅
師
の
提
言
を
要
約
し
掲
載

す
る
。

（
文
責

社
会
部
）

＊

＊

＊

政
府
の
行
政
改
革
本
部
の
案
（
朝
日
新
聞
二
〇
〇

二
年
五
月
二
十
八
日
付
）
に
は
、
公
益
法
人
・
宗
教

法
人
等
の
在
り
方
と
し
て
、
�
許
認
可
制
を
廃
し
、

届
け
出
に
よ
る
「
順
則
主
義
」
と
し
、
�
情
報
公
開

に
よ
る
国
民
監
視
の
制
度
化
と
、
�
税
制
上
の
優
遇

措
置
の
見
直
し
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
情
報

が
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
仏
教
の
寺
院
・

僧
侶
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
回
の
テ

ー
マ
で
あ
る
。

�
問
題
の
背
景
と
し
て

こ
う
し
た
社
会
的
要
求
の
背
景
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
宗
教
」
に
原
因
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
世
俗
化
」、「
価
値
多
元
化
」（
選

択
可
能
な
も
の
）
を
内
容
と
す
る
。

�
伝
統
宗
教
は
、
イ
エ
・
檀
家
制
度
な
ど
の
共
同

体
的
・
公
共
的
宗
教
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
新
宗
教

と
の
競
合
・
共
存
を
経
て
、
新
々
宗
教
の
破
壊
的
カ

ル
ト
の
反
社
会
的
信
仰
形
態
お
よ
び
反
社
会
的
経
済

活
動
が
広
が
り
、
そ
れ
に
対
し
て
伝
統
宗
教
が
防
波

堤
の
機
能
を
果
た
し
得
な
か
っ
た
。
社
会
は
、
伝
統

宗
教
と
新
々
宗
教
も
同
格
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
の

意
味
を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
伝
統
宗
教
は
、
公
共
性
の
あ
る
聖
性
を
も
つ
と

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、「
布
施
」
と
「
寺
院
経
済
」

の
私
物
化
が
進
み
、
寺
院
内
の
「
家
族
」
の
世
俗
化

が
進
行
し
て
い
た
。

�
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
、
世
界
の
民
主
主

義
化
、
世
界
経
済
、
文
化
の
流
通
、
科
学
思
想
の
共

有
、
人
権
思
想
の
共
有
化
な
ど
で
、
様
々
な
価
値
観

や
文
化
思
想
が
拡
が
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
間
思
想
の

普
及
が
宗
教
的
絶
対
性
を
相
対
化
し
、
そ
の
上
、

新
々
宗
教
の
「
反
社
会
的
な
個
人
主
義
的
信
仰
形

態
」
が
世
俗
の
「
自
由
主
義
」
と
対
立
し
は
じ
め
て

い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
へ
の
対
応
と
し
て
、
日
本
の

世
俗
社
会
か
ら
「
情
報
公
開
」
と
「
優
遇
税
制
の
見

直
し
」
の
要
求
が
出
て
く
る
こ
と
は
当
然
の
成
り
行

き
か
も
し
れ
な
い
。

�
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
寺
院
仏
教
と
は

�
共
同
体
の
宗
教
か
ら
宗
教
の
私
化
へ

葬
祭
は
、
イ
エ
・
親
族
・
地
域
の
「
イ
エ
共
同

体
」
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
ア
ン
デ
ン
テ
テ
ィ
の
根

拠
存
在
論
、
問
題
解
決
学
、
精
神
と
文
化
の
共
同
体

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
核
家
族
も
解
体
し
つ
つ
あ
り
、

夫
婦
の
死
後
離
婚
は
す
す
み
、
自
然
葬
、
短
期
契
約

型
納
骨
、
葬
儀
抜
き
納
骨
な
ど
「
葬
祭
の
共
同
体
か

ら
私
化
へ
」「
解
体
と
再
編
」
が
進
ん
で
い
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト

中
野
東
禅
師
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都
市
部
の
檀
家
で
「
菩
提
寺
・
檀
家
」
の
意
識
が
、

崩
れ
つ
つ
あ
り
、
葬
儀
社
関
係
の
寺
院
に
葬
式
・
受

戒
・
戒
名
付
与
を
し
て
も
ら
っ
て
、
納
骨
だ
け
菩
提

寺
へ
き
た
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
宗
教
を
も
ち
、
菩
提
寺
へ
葬
式
を
依
頼
し
な

が
ら
、
家
族
の
意
志
統
一
が
混
乱
し
て
い
る
事
例
が

あ
る
。

一
人
子
同
士
の
結
婚
で
娘
の
イ
エ
の
死
者
祭
祀
継

承
が
困
難
に
な
り
、
現
在
の
母
親
が
死
亡
後
無
縁
化

し
た
り
、
娘
の
婚
家
先
で
共
葬
し
た
り
す
る
事
例
が

出
始
め
て
い
る
。

�
宗
教
の
公
共
性
か
ら
私
的
信
仰
へ

国
家
神
道
へ
の
反
省
か
ら
政
教
分
離
が
行
わ
れ
た

が
、
自
虐
的
政
教
分
離
と
真
の
民
主
主
義
の
未
成
熟

の
嘘
を
つ
い
て
宗
教
団
体
に
よ
る
世
俗
権
力
の
利
用

が
公
然
化
し
て
い
っ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
公
共
の
場
へ
の
「
伝
統
宗
教
」

の
活
動
が
ま
す
ま
す
制
限
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
マ
ス
コ

ミ
の
宗
教
コ
ー
ナ
ー
は
、
宗
教
色
を
薄
め
た
り
、
ス

ペ
ー
ス
を
減
ら
し
て
い
る
。
一
方
「
新
々
宗
教
」
の

会
員
は
、
イ
エ
共
同
体
を
破
壊
し
て
私
的
信
仰
へ
の

動
き
は
止
ま
ら
な
い
。

�
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
世
俗
化
論
と
は
限
ら
な
い

伝
統
的
な
宗
教
で
は
、
寺
院
離
れ
、
先
祖
離
れ
、

壇
信
徒
レ
ベ
ル
で
の
宗
教
的
文
化
の
衰
退
、
寺
院
の

宗
教
活
動
に
お
け
る
講
や
、
集
会
活
動
の
後
退
な
ど

に
「
世
俗
化
」
が
顕
著
で
あ
る
。

一
方
、
イ
ス
ラ
ム
の
新
し
い
勃
興
・
カ
ト
リ
ッ
ク

の
復
活
・
新
々
宗
教
の
興
起
、
風
水
学
や
占
い
・
霊

感
商
法
に
連
な
る
新
々
宗
教
の
霊
魂
観
な
ど
の
「
ア

ニ
ミ
ズ
ム
」
の
復
興
、
初
詣
な
ど
の
「
文
化
宗
教
」

な
ど
の
拡
大
は
「
世
俗
化
」
と
相
反
す
る
動
き
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
民
の
宗
教
感
情
の
再
編
成
の

動
き
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

�
地
域
文
化
か
ら
「
普
遍
的
個
」
へ

共
同
体
に
依
存
し
た
宗
教
は
ま
だ
ま
だ
続
く
と
思

う
が
衰
退
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。「
普
遍

化
を
横
軸
」
と
考
え
、
特
殊
性
で
あ
る
「
私
化
を
縦

軸
」
と
す
る
と
、
そ
の
接
点
は
「
個
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
個
人
主
義
は
共
同
体
の
枠
組
み
の
中
で

も
個
の
主
張
と
し
て
の
個
人
主
義
で
あ
っ
た
。
そ
の

意
味
で
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
中
で
は
、
個
人
主
義

的
「
個
」
は
普
遍
的
ア
ン
デ
ン
テ
テ
ィ
の
確
立
に
は

成
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
個
人
主
義
や
私
的
宗
教

は
、
そ
の
個
人
の
所
属
す
る
文
化
や
、
個
人
の
性
格
、

感
性
、
情
緒
を
絶
対
化
し
よ
う
と
し
て
、
他
の
個
人

・
他
者
の
価
値
観
と
衝
突
し
、
共
感
で
き
る
仲
間
と

だ
け
グ
ル
ー
プ
化
し
て
、
そ
こ
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と

で
最
終
的
に
、
価
値
多
元
化
時
代
に
共
存
で
き
な
く

な
る
か
ら
で
あ
る
。

�
現
代
の
寺
院
の
在
り
方
を
考
え
る

�
守
る
活
動
か
ら
獲
得
す
る
宗
教
活
動
へ

既
成
の
枠
内
の
活
動
は
先
細
り
の
一
方
だ
が
、
新

規
会
員
を
開
発
す
る
活
動
は
寺
院
を
も
変
え
る
。
檀

家
を
基
礎
構
造
と
し
（
守
る
）、
ス
カ
ウ
ト
、
坐
禅

会
他
の
布
教
活
動
（
獲
得
）
が
寺
院
の
維
持
に
な
ら

な
か
っ
た
の
が
、
こ
の
半
世
紀
の
反
省
だ
。
基
礎
会

員
と
獲
得
会
員
の
連
動
を
。
或
い
は
、
新
規
檀
家
信

徒
を
開
発
・
獲
得
す
る
活
動
を
し
て
い
る
寺
院
は
活

性
化
し
て
い
る
。

�
宗
教
活
動
へ
の
信
徒
の
参
加
を

僧
侶
と
寺
院
内
の
人
々
の
社
会
か
ら
の
遊
離
、「
檀

家
の
私
物
化
」
意
識
を
解
放
す
る
力
に
な
る
。

�
悟
り
、
仏
の
功
徳
、
救
済
を
言
語
化
し
具
体
化
す

る
。基

本
戒
名
は
、「
無
条
件
な
仏
の
許
し
」
と
し
て

明
確
化
す
る
。
内
心
的
葬
祭
を
志
向
し
て
「
唯
心
の

御
霊
、
己
心
の
先
祖
」
へ
。

先
祖
祭
り
葬
祭
が
「
共
同
体
」
と
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム

的
霊
魂
観
」
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

イ
エ
や
霊
を
「
唯
心
」
と
す
る
こ
と
で
、
実
体
化
か

ら
開
放
し
た
豊
か
な
解
釈
を
可
能
と
し
、
世
俗
化
や

私
化
す
る
動
き
の
人
々
に
合
わ
せ
ら
れ
る
。

ま
た
、
仏
教
と
葬
祭
が
連
動
し
や
す
い
地
盤
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
霊
魂
観
念
を
否
定
す
る
こ

と
な
く
、
教
学
仏
教
と
一
体
化
を
可
能
な
ら
し
め
る

で
あ
ろ
う
。

結
論
と
し
て
、
情
報
公
開
と
優
遇
税
制
見
直
し
、

そ
の
他
の
価
値
多
元
化
時
代
（
多
宗
教
の
共
存
、
世

俗
価
値
と
宗
教
価
値
の
共
存
）
に
伝
統
仏
教
の
再
生

は
、
以
上
の
�
、
�
、
�
の
活
動
が
、
広
く
試
行
錯

誤
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
「
内
部
努
力
」
と
「
社
会
の

信
頼
」
が
相
応
し
、
活
性
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
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十
月
三
日
、
午
前
十
一
時
半
よ
り
、
本
願
寺
築
地

別
院
「
瑞
鳳
」
で
、
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。

小
林
正
道
事
務
総
長
を
導
師
に
三
帰
依
文
唱
和
・

開
会
挨
拶
の
後
、
出
席
者
・
事
務
局
紹
介
。
そ
の
後
、

横
山
敏
明
神
奈
川
県
仏
教
会
会
長
を
座
長
に
選
出
し

て
、
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

事
務
局
よ
り
協
議
事
項
に
先
立
ち
、
報
告
事
項
�

を
行
う
よ
う
に
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項
�

第
三
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

新
潟
大
会
報
告

新
潟
県
仏
教
会
、
春
日
浩
三
副
会
長
、
小
林
秀
徳

事
務
局
長
よ
り
、
昨
年
十
月
十
〜
十
一
日
の
両
日
、

新
潟
県
長
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
三
十
八
回
全
日

本
仏
教
徒
会
議
の
報
告
が
詳
細
に
な
さ
れ
た
。

協
議
事
項
�

第
三
十
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

開
催
に
つ
い
て

次
回
開
催
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
、
具
体
的
に
開

催
候
補
地
を
募
っ
た
が
、
そ
の
場
で
は
意
見
が
出
ず
、

今
後
事
務
局
よ
り
個
別
に
折
衝
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。
新
潟
県
仏
教
会
代
表
者
か
ら
、
大
会
開
催
が
都

道
府
県
仏
教
会
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
、
以
前
の
ご
と
く
毎
年
開
催
が
実
現
す
る
よ

う
要
請
さ
れ
た
。

報
告
事
項
�

第
二
十
二
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒

会
議
マ
レ
ー
シ
ア
大
会
に
つ
い
て

渡
邊
宗
徹
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
本
年
十
二
月
に

開
か
れ
る
会
議
の
日
程
等
が
説
明
さ
れ
た
。
続
い
て

櫻
井
英
幸
総
務
部
長
よ
り
、
本
会
主
催
の
参
加
ツ
ア

ー
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
参
加
協
力
が
要
請

さ
れ
た
。

報
告
事
項
�

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
復
興
事
業

の
現
状
に
つ
い
て

渡
邊
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
マ
ヤ
堂
復
元
工
事
、

考
古
学
調
査
報
告
書
作
成
、
ネ
パ
ー
ル
側
へ
の
遺
物

の
返
還
作
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
現
況
報
告
と
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

※
こ
こ
で
事
務
局
よ
り
、
岐
阜
県
仏
教
会
か
ら
報
告

・
依
頼
事
項
が
有
る
旨
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項
�
「
こ
こ
ろ
の
日
」
推
進
運
動
に
つ
い

て
岐
阜
県
仏
教
会
、
寺
町
研
山
会
長
よ
り
、
昭
和
六

十
三
年
の
第
三
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
岐
阜
大

会
で
の
、
四
月
八
日
釈
尊
降
誕
の
日
を
「
こ
こ
ろ
の

日
」
と
し
て
国
民
の
祝
日
に
と
い
う
決
議
に
基
づ
き
、

運
動
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
現
在
、

毎
月
八
日
を
ハ
ー
ト
フ
ル
デ
ー
と
し
て
、
運
動
を
継

続
拡
大
し
て
い
る
旨
説
明
さ
れ
、
運
動
へ
の
協
力
が

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

岐
阜
県
仏
教
会

岐
阜
県
仏
教
会
で
は
、
毎
月
八
日
を
「
こ

こ
ろ
の
日
」
と
し
、
宗
教
家
・
壇
信
徒
会
を

中
心
に
推
進
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
運
動
を
通
し
て
、
お
仏
壇
を
中
心
と

し
た
、
懐
か
し
い
、
暖
か
い
、
も
っ
た
い
な

い
、
あ
り
が
た
い
家
庭
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
の
運
動
の
ご
賛
同
者
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
連
絡
先
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

〒
５００
―

８８８２
岐
阜
県
岐
阜
市
西
野
町
三
ー
一

岐
阜
西
別
院
在
会
所

西
側
入
口

岐

阜

県

仏

教

会

電
話

〇
五
八（
二
六
六
）七
八
〇
三

�
�
�
�
��

�
�
�
�

	


�
�

〜
お
仏
壇
を
中
心
と
し
て
「
こ
こ
ろ
」
を
伝
え
よ
う
〜

「毎月八日は、こころの日」推進ポスター
岐阜県仏教会

全 仏

－４－

２００２年１１月１日
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要
請
さ
れ
た
。（
本
号
別
掲
記
事
参
照
）

報
告
事
項
�

最
近
の
税
務
、
宗
教
法
人
法
の
諸

問
題
に
つ
い
て

長
谷
川
正
浩
本
会
顧
問
弁
護
士
よ
り
、
寺
院
墓
地

運
営
上
の
留
意
点
、
寺
院
備
え
付
け
・
提
出
書
類
の

情
報
開
示
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

報
告
事
項
�

事
務
総
局
各
部
報
告

以
下
の
項
目
等
に
つ
い
て
各
担
当
部
長
か
ら
報
告

さ
れ
、
協
力
が
要
請
さ
れ
た
。

一
、
平
成
十
四
年
度
、
日
本
宗
教
連
盟
理
事
に
森
和

久
理
事
長
、
監
事
に
小
林
正
道
事
務
総
長
、
幹

事
に
櫻
井
英
幸
総
務
部
長
が
就
任
し
た
。

二
、
本
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
財
政
検
討
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
九
月
二
十
七
日
に
第
一
回
委

員
会
を
開
催
。
次
回
は
十
月
二
十
四
日
開
催
予

定
。

三
、
文
化
庁
の
指
導
の
も
と
、
現
在
一
六
八
人
の
本

会
評
議
員
の
削
減
を
検
討
中
。

四
、
本
会
活
動
の
広
報
の
た
め
、
理
事
会
・
評
議
員

会
等
の
マ
ス
コ
ミ
へ
の
公
開
方
法
に
つ
い
て
検

討
中
。

五
、
副
会
長
増
員
選
任
の
た
め
、
推
戴
委
員
会
開
催

を
準
備
中
。

六
、
臨
済
宗
天
龍
寺
派
が
六
月
六
日
退
会
し
た
。

七
、
過
日
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑
の
改
修
案
決
定
の
通
知
が
厚
労
省
よ
り
到

着
。

八
、
文
化
庁
主
催
、
宗
教
法
人
実
務
担
当
者
研
修
会

（
九
月
四
日
・
於

名
古
屋
）
に
本
会
よ
り
櫻

井
総
務
部
長
が
出
席

九
、
日
本
宗
教
連
盟
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
宗
教

と
税
制
」
が
十
一
月
二
十
六
日
、
明
治
記
念
館

で
開
催
予
定
。
参
加
依
頼
が
な
さ
れ
た
。

十
、
同
和
研
修
会
が
、
十
一
月
八
日（
金
）午
後
一
時

〜
四
時
ま
で
、
真
宗
大
谷
派
真
宗
本
廟
視
聴
覚

ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
。
桃
山
学
院
大
学
名
誉
教

授
、沖
浦
和
光
氏
が「
日
本
文
化
の
源
流
を
た
ず

ね
て
〜
日
本
民
族
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
〜
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

十
一
、
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
で
、
靖
国
神

社
と
戦
没
者
の
追
悼
に
つ
い
て
議
論
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
政
府
懇
談
会
の
議
論
の
進
捗
状
況

を
見
て
今
後
対
応
す
る
。

十
二
、
加
盟
団
体
機
関
誌
へ
の
本
会
行
事
掲
載
依
頼

を
継
続
し
て
行
う
。
協
力
を
依
頼
す
る
。

十
三
、
自
民
党
な
ど
政
党
か
ら
の
、
選
挙
協
力
依
頼

に
つ
い
て
、
理
事
会
決
定
で
推
薦
は
現
在
行
っ

て
い
な
い
が
、
本
会
に
推
薦
依
頼
が
あ
っ
た
旨

の
、
加
盟
団
体
へ
の
情
報
提
供
は
行
う
。

十
四
、（
財
）国
際
仏
教
興
隆
協
会
よ
り
護
持
委
員
拡

充
協
力
の
依
頼
が
本
会
宛
に
あ
っ
た
。

十
五
、
仏
教
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
今
秋
設
立
。

十
六
、（
財
）シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

ア
フ
ガ
ン
に
お
け
る
支
援
の
現
況
が
報
告
さ
れ
た
。

（
社
）全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
様

金
、
壱
百
萬
円

法
融
寺

那
須
公
順
様

金
、

十
萬
円

法
清
寺

奈
良
康
明
様

金
、

十
萬
円

光
明
寺

石
上
智
康
様

金
、
五
十
萬
円

萬
福
寺

安
本
利
正
様

金
、
壱
百
萬
円

照
栄
院

石
川
恒
彦
様

金
、

十
萬
円

龍
泉
寺

壽
山
良
知
様

金
、

十
萬
円

信
松
院

西
村
輝
成
様

金
、
壱
百
萬
円

保
壽
院

藤
原
知
徳
様

金
、

十
萬
円

佛
教
大
学

佛
教
青
年
会
様

金
、

壱
萬
円

高
福
院

川
島
宏
之
様

金
、
壱
百
萬
円

妙
高
寺

吉
橋
勝
寛
様

金
、
五
十
萬
円

慈
眼
寺

櫻
井
大
乘
様

金
、
五
十
萬
円

慈
眼
寺

櫻
井
英
幸
様

金
、
五
十
萬
円

西
新
井
大
師
總
持
寺

濱
野
堅
照
様

金
、
五
十
萬
円

浄
運
寺

野
口
善
教
様

金
、

十
萬
円

長
慶
寺

島
田
弘
道
様

金
、

十
萬
円

善
林
寺

真
柄
信
雄
様

金
、

五
萬
円

水
野
和
子
様

金
、

十
萬
円

羅
漢
寺

矢
萩
信
顕
様

金
、
弐
十
萬
円

圓
通
寺

梅
花
講
・
森
和
久
様

金
、

七
萬
円

金
剛
院

山
田
一
眞
様

金
、

十
萬
円

實
相
寺

豊
田
英
世
様

金
、

十
萬
円

近
龍
寺

松
濤
弘
道
様

金
、
五
十
萬
円

月
島
テ
レ
ビ
商
会
様

金
、

十
萬
円

立
正
保
育
園
様

金
、
弐
十
八
萬
六
千
円

全
昌
院

安
達
良
元
様

金
、

参
萬
円

西
有
寺

横
山
敏
明
様

金
、
壱
百
萬
円

明
順
寺

斉
藤
明
聖
様

金
、
五
十
萬
円

能
仁
寺

萩
野
映
明
様

金
、
三
十
萬
円

西
福
寺

加
納
博
司
様

金
、
三
十
萬
円

妙
本
寺

加
藤
日
暉
様

金
、
五
十
萬
円

豪
徳
寺

粕
川
鐵
禅
様

金
、
壱
百
萬
円

法
蔵
院

杜
多
徳
雄
様

金
、
五
十
萬
円

入
西
智
彦
様

金
、
三
十
萬
円

善
光
寺

岩
田
文
有
様

金
、

十
萬
円

（
十
月
十
日
現
在
・
受
付
順
）

※
篤
志
の
振
込
先
口
座
番
号
（
郵
便
振
替
）

〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

加
入
者
名
（
財
）全
日
本
仏
教
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下
さ
い

※
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
会
国
際
文
化
部

電
話

〇
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

篤
志
支
援
者
御
芳
名

２００２年１１月１日

－５－

全 仏
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九
月
十
九
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
明
照
会
館
会
議

室
で
、
第
四
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
が
開

催
さ
れ
た
。
小
林
正
道
事
務
総
長
の
挨
拶
に
続
き
、

小
山
典
勇
委
員
長
を
議
長
に
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

靖
国
神
社
問
題
と
、
国
立
戦
没
者
追
悼
施
設
（
仮

称
）
等
の
問
題
に
関
し
議
論
さ
れ
た
。
事
前
に
委
員

長
・
事
務
局
が
整
理
し
委
員
宛
に
配
布
さ
れ
た
、
今

ま
で
の
議
論
の
整
理
と
、
委
員
長
・
事
務
局
作
成
の

政
府
へ
の
意
見
具
申
書
素
案
の
提
出
の
可
否
等
に
つ

い
て
、
活
発
に
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。

委
員
よ
り
、
意
見
を
個
別
に
評
価
す
る
こ
と
に
は

あ
ま
り
意
味
が
無
く
、
か
え
っ
て
都
合
の
良
い
点
の

み
を
利
用
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
政
府
官
房
長
官
主
催
の
懇
談
会
で
の

議
論
が
現
在
停
滞
し
て
お
り
、
今
後
ど
う
い
う
方
向

に
進
む
か
を
見
極
め
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。

検
討
の
結
果
、
現
在
の
状
況
下
で
政
府
に
対
し
て

意
見
具
申
す
る
の
は
控
え
、
政
府
の
懇
談
会
等
の
状

況
を
見
極
め
て
委
員
会
を
招
集
し
、
そ
の
時
点
で
改

め
て
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
現

時
点
ま
で
の
意
見
を
集
約
し
た
上
で
、
理
事
長
へ
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

九
月
二
十
七
日
午
後
一
時
よ
り
、
明
照
会
館
会
議

室
で
十
四
名
の
出
席
を
得
て
、
第
一
回
財
政
検
討
委

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
、
森
和
久
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
各
委
員

へ
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た
。
仮
議
長
に
森
理
事
長
を

選
出
し
、
正
副
委
員
長
選
出
を
行
い
、
委
員
長
に
瀬

古
眞
隆
師
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）、
副
委
員
長
に
井

桁
雄
弘
師
（
大
阪
府
仏
教
会
）
が
選
出
さ
れ
た
。

協
議
事
項
に
移
る
前
に
、
財
政
検
討
委
員
会
に
つ

い
て
、
小
林
正
道
事
務
総
長
よ
り
主
旨
説
明
が
行
わ

れ
た
。

「
今
般
、
宗
教
法
人
に
対
す
る
厳
し
い
目
、
或
い

は
期
待
す
る
声
が
あ
る
。
本
会
の
、
今
後
の
方
向
性

や
財
政
全
般
を
検
討
す
る
委
員
会
の
設
置
を
望
む
声

が
、
常
務
理
事
会
・
理
事
会
か
ら
あ
が
っ
た
。
こ
の

財
政
検
討
委
員
会
は
、
限
ら
れ
た
負
担
金
の
枠
内
で
、

い
か
に
、
よ
り
充
実
し
た
事
業
を
遂
行
す
る
か
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。」
と
基
本
姿
勢

が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
協
議
事
項
に
移
り
、
以
下
の
四
事
項
に
つ

て
協
議
し
た
。

一
、
一
般
会
計
に
お
け
る
負
担
金
の
適
正
に
つ
い
て

�
事
務
所
模
様
替
え
に
つ
い
て

�
各
種
委
員
会
の
出
向
経
費
（
手
当
・
交
通
費

等
）
を
所
属
宗
派
及
び
団
体
で
負
担
す
る
こ
と

に
つ
い
て

�
そ
の
他

二
、
特
別
会
計
の
見
直
し
に
つ
い
て

三
、
財
産
管
理
に
つ
い
て

四
、
そ
の
他

様
々
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
次
回
十
月
二
十
四

日
に
第
二
回
財
政
検
討
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

決
定
し
た
。

平
成
十
四
年
九
月
十
三
日
、
長
野
県
須
坂
市
文
化

会
館
で
、
第
四
十
八
回
長
野
県
仏
教
徒
須
高
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
、
森
和
久
理
事
長
、
壽
山

良
光
社
会
部
長
が
出
席
し
た
。

午
後
一
時
か
ら
、
小
松
玄
澄
長
野
県
仏
教
会
会
長

を
導
師
に
記
念
法
要
が
厳
か
に
営
ま
れ
た
。
続
く
式

典
で
は
、
森
理
事
長
が
来
賓
祝
辞
を
奉
読
。

休
憩
を
挟
ん
で
、
成
田
有
恒
浄
土
宗
大
本
山
増
上

寺
法
主
が
「
心
あ
る
智
慧
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演

を
行
な
い
、
会
場
を
埋
め
た
聴
衆
は
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
文
が
主
催
者
よ
り
発
表
さ
れ
、

次
回
開
催
地
の
会
長
の
挨
拶
を
も
っ
て
閉
会
と
な
っ

た
。
多
く
の
参
加
者
の
も
と
盛
会
で
あ
っ
た
。

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

財
政
検
討
委
員
会

�
�
�
�
�
�
�
�

全 仏

－６－

２００２年１１月１日
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九
月
十
三
日
、
ハ
ワ
イ
国
際
仏
教
協
会
（H

aw
aii

A
ssociation

of
International

B
uddhists

、

略
称
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｂ
）
主
催
の
初
転
法
輪
祭
が
ハ
ワ
イ
、

ホ
ノ
ル
ル
の
ア
ラ
モ
ア
ナ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
。

招
待
を
い
た
だ
き
、
本
会
か
ら
は
小
林
正
道
事
務
総

長
・
入
西
智
彦
国
際
文
化
部
次
長
が
出
席
し
た
。

ハ
ワ
イ
国
際
仏
教
協
会
（
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｂ
）
は
、
日
本

仏
教
の
各
開
教
寺
院
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
ハ
ワ
イ

仏
教
徒
連
盟
、
タ
イ
・
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
等
各
国
の

仏
教
団
体
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ

国
際
仏
教
協
会
創
立
十
周
年
を
記
念
す
る
本
年
の
初

転
法
輪
祭
に
は
約
二
百
名
の
仏
教
徒
が
参
加
し
た
。

式
典
は
午
後
六
時
三
十
分
、
太
鼓
の
演
奏
と
共
に

開
始
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
国
際
仏
教
協
会
会
長
ア
ル
バ
ー

ト
・
ル
イ
氏
の
開
会
挨
拶
、
小
林
事
務
総
長
の
祝
辞

に
続
い
て
、
英
語
に
よ
る
経
典
の
読
誦
、
記
念
公
演
、

仏
教
演
劇
の
上
演
等
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
参
加

者
全
員
に
よ
り
、
昨
年
九
月
十
一
日
に
発
生
し
た
同

時
多
発
テ
ロ
事
件
の
被
害
者
追
悼
の
た
め
の
キ
ャ
ン

ド
ル
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
執
り
行
わ
れ
、
午
後
九
時

頃
終
了
し
た
。
様
々
な
民
族
出
身
の
仏
教
徒
が
一
堂

に
会
し
、
国
際
色
豊
か
な
式
典
と
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。ま

た
、
こ
の
ホ
ノ
ル
ル
滞
在
中
に
は
、
ハ
ワ
イ
の

曹
洞
宗
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
真
宗
大
谷
派
・
浄

土
宗
・
日
蓮
宗
・
高
野
山
真
言
宗
・
天
台
宗
の
各
開

教
寺
院
及
び
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
ハ
ワ
イ
地
域
セ
ン
タ
ー
代
表

の
ス
ナ
オ
・
ミ
ヤ
バ
ラ
氏
を
訪
問
し
、
ハ
ワ
イ
の
宗

教
事
情
、
開
教
区
の
状
況
等
に
つ
い
て
懇
談
、
情
報

交
換
も
行
っ
た
。

祝
辞
を
述
べ
る
小
林
正
道
事
務
総
長

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�
��

長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
、
無
料
法
律
相
談

室
を
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
会
事
務

総
局
（
〇
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五
）
へ
、
事

前
予
約
の
上
お
い
で
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

第
二
十
二
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
が
、
本
年
十
二
月

九
日
よ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
と
は
、
世
界
各
国

百
四
十
地
域
セ
ン
タ
ー
が
加
盟
し
世
界
の
仏
教
徒
と
の
交
流

親
善
を
は
か
り
、
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
。

本
会
で
は
、
こ
の
大
会
の
記
念
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
る
方

を
募
集
い
た
し
ま
す
。
参
加
者
は
、
大
谷
光
真
会
長
と
共
に
、

世
界
各
国
代
表
団
が
一
同
に
集
う
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
要
領
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記

主

催

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

旅
行
日
時

十
二
月
八
日（
日
）〜
十
三
日（
金
）

五
泊
六
日

成
田
発

場

所

マ
レ
ー
シ
ア

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
ペ
ナ
ン
島

参
加
費
用

一
六
八
、
〇
〇
〇
円

定

員

五
十
名

最
少
催
行
人
数
三
十
名

締
め
切
り

十
一
月
七
日
（
木
）

利
用
旅
行
社

�
Ｊ
Ｔ
Ｂ
団
体
旅
行

東
京
中
央
支
店

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

担
当

小
島
・
江
口

〒
一
〇
五
―

〇
〇
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

明
照
会
館
内

電

話

〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇

第
二
十
二
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議

マ
レ
ー
シ
ア
大
会
記
念
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

２００２年１１月１日

－７－
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九
月
（
十
一
〜
三
十
日
）

十
一
日

永
平
寺
被
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

十
三
日

長
野
県
仏
教
徒
大
会
出
席

十
二
〜
十
六
日

ハ
ワ
イ
国
際
仏
教
協
会
初
転
法
輪
祭
出
席

十
七
日

同
和
委
員
会

十
八
日

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没

者
追
悼
法
要
参
列

十
九
日

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

二
十
五
日

日
宗
連
事
務
局
幹
事
会
出
席

二
十
六
日

局
内
会
議

法
律
相
談
室

二
十
七
日

財
政
検
討
委
員
会

二
十
九
〜
十
月
三
日

ロ
ー
マ
教
皇
庁
仏
教
徒
・
キ

リ
ス
ト
教
徒
宗
教
間
対
話
出
席

十
月
（
一
〜
十
一
日
）

三
日

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

教
化
セ
ミ
ナ
ー

七
日

同
宗
連
教
団
行
政
責
任
者
研
修
会
出
席

八
日

同
和
委
員
会

十
日

法
律
相
談
室

現
代
教
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席

十
一
日

埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
出
席

鎌
田
憲
英
師
（
全
仏
元
常
務
理
事
）

九
月
二
十
日
遷
化

百
一
歳

日
本
宗
教
連
盟
元
理
事
長

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
元
宗
会
議
長

哀

悼

二
〇
〇
二
年
十
一
月
一
日
発
行

十
一
月
号

第
四
八
三
号

発
行
人

小

林

正

道

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

日

時

十
一
月
八
日（
金
）
午
後
一
時
〜
四
時
ま
で

会

場

真
宗
大
谷
派
真
宗
本
廟
視
聴
覚
ホ
ー
ル

京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七
条
上
る
常
葉
町
七
五
四

京
都
駅
烏
丸
口
よ
り
徒
歩
五
分

内

容

一
、
講
演
「
日
本
文
化
の
源
流
を
た
ず
ね
て
」

〜
日
本
民
族
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
〜

講
師

沖
浦

和
光
氏

（
桃
山
学
院
大
学

文
学
部
名
誉
教
授
）

二
、
ビ
デ
オ
『
寝
た
子
を
起
こ
す
な
』

〜
そ
の
差
別
性
を
問
う
〜

解
説

深
澤

信
善
師

（
曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
事
務
局
長
）

参
加
費

無
料

※
前
号
で
参
加
費
を
千
円
と
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た

が
、
無
料
参
加
と
な
り
ま
し
た

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
同
和
推
進
部

電

話

〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇

全
日
本
仏
教
会

全
仏
誌
ご
送
付
先
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

等
に
変
更
あ
る
場
合
、
事
務
総
局
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
帯
封
で
ご
送
付
の
場
合
、
帯

封
記
載
の
送
付
番
号
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

お
願
い

同
和
研
修
会
ご
案
内

テ
ー
マ
「
宗
教
団
体
と
税
制
」

―
公
益
法
人
制
度
改
革
を
ふ
ま
え
て
―

主

催

財
団
法
人

日
本
宗
教
連
盟

日

時

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日（
火
）

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

会

場

明
治
記
念
館

二
階
「
鳳
凰
の
間
」

東
京
都
港
区
元
赤
坂
二
―
二
―
二
十
三

電
話

〇
三
（
三
四
〇
三
）
一
一
七
一

日

程

講
演
�
「
公
益
法
人
改
革
と
税
制
」

講
演
�
「
公
益
法
人
改
革
の
現
状
と
課
題
」

参
加
申
込

Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
郵
送
に
て
本
会
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い

〒
１０５
‐
００１１

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四
明
照
会
館
内

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
総
務
部

電

話

〇
三
（
三
四
三
七
）
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
（
三
四
三
七
）
三
二
六
〇

財
団
法
人

日
本
宗
教
連
盟

第
十
九
回

宗
教
と
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ご
案
内

本
年
六
月
（
全
総
発
二
四
号
）
で
各
加
盟
団
体
宛
に

ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
文
化
庁
主
催
の
宗
教
法

人
実
務
研
修
会
、
京
都
府
開
催
の
日
程
及
び
会
場
が
左

記
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

記

変
更
前

十
一
月
一
日

京
都
府
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

←

変
更
後

十
一
月
十
九
日

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

※
九
月
二
十
六
日
付
、各
加
盟
団
体
宛
に
発
送
済

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五
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２００２年１１月１日


